
十
ル

l
ナ
ン

胃
液
同
事
3

ナ
ン
キ
ユ
ウ
ヒ
ロ
タ
南
宮
秘
銭
前
岡
野
泰
の

子
盟
之
丞
利
行
の
事
跡
を
下
村
重
策
の
記
し
た
も

の
。
南
宮
と
は
利
行
の
跨
厨
で
、
兄
の
利
義
と
同
じ

〈
松

J

聞
の
こ
と
で
あ
ら
号
。

ナ
ン
ケ
イ
南
桂
金
海
時
宗
宝
泉
寺
ご
代
の
住

亦
同
じ
い
事
を
記
L
て
あ
る
。
近
年
に
な
っ
て
、
更

に
阿
部
談
議
所
な
る
鹿
島
静
枇
前
の
小
溺
で
あ
る
と

L
て
、
標
柱
を
立
て
た
り
し
た
。
い
づ
れ
服
構
の
も

の
で
は
あ
る
が
、
俗
に
喝
和
鵡
と
普
く
の
は
儒
畿
に

A
n
は
な
い
。

ナ
ル

εヅ
ガ
ハ
鳴
水
川
羽
咋
郡
中
山
ハ
上
中

山
〉
領
山
よ
り
出
で
、
上
棚
領
で
箱
屋
川
に
務
合
ふ
。

減
稜
ご
粁
弱
。

ナ
ル
ワ
ノ
タ
キ
鳴
和
溜
↓
ナ
ル
ハ
ノ
タ
キ

鳴
者
満
。

ナ
ル
ワ
ヤ
キ
鳴
和
鵠
瓦
簸
の
置
物
に
鳴
和
雲

山
な
ど
と
銘
じ
、
文
は
天
正
の
年
践
を
刻
し
た
も
の

が
あ
る
。
い
づ
れ
税
臆
化
し
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。

ナ
ル
ヰ
カ
ツ
句
旬
、
ツ
成
井
勝
光
叉
春
闘
氏
。
遇

税
璽
兵
衛
。
宵
製
作
の
名
工
で
、
も
と
京
都
の
入
。

元
和
九
年
来
っ
て
仕
を
加
賀
務
に
求
め
、
数
年
の
後

十
人
扶
持
を
得
た
。
益
子
勘
助
勝
光
以
後
間
銘
=
一
代

を
縦
、
主
代
次
郎
兵
衛
に
歪
り
、
初
め
て
雲
海
と
い

ひ
、
子
孫
そ
の
蹴
を
襲
い
だ
。
六
代
勘
助
光
倫
は
事

保
・
元
交
の
頃
の
良
工
で
、
捜
形
の
兜
を
作
る
に
長
じ

た
。
世
に
単
に
雲
海
と
い
は
れ
た
も
の
是
で
あ
る
。

七
代
勘
助
欝
筒
そ
の
技
突
に
劣
ら
ず
、
八
代
五
郎
九

郎
叉
は
勘
助
光
友
、
九
代
議
子
勘
助
光
友
を
経
、
安

永
の
頃
に
十
代
勘
助
光
永
あ
り
、
文
化
か
ら
天
保
に

は
十
一
代
勘
助
光
定
が
あ
っ
た
。

ナ
ン
Z
ツ
ジ
ン
キ
甫
越
陣
記
四
加
。
前
回
家

縞
靴
方
の
縞
す
る
腕
で
、
武
田
餅
窓
婦
の
越
前
に
於

け
る
投
降
一
件
を
録
す
る
。

ー‘・，、

持
で
、
調
雲
院
其
阿
南
桂
と
い
は
れ
た
o

E
徳
ご
年
一
敷
地
天
制
の
宋
註
入
幡
を
勤
縞
し
た
と
あ
る
o
市
正
一
ナ
ン
ポ
カ
ッ
ト
ヨ
南
保
一
盟
・
遇
樗
虎
之
助
、

四

月

廿

四

日

夜

。

一

は

諭

申

一

昔

の

ご

子

で

あ

る

。

一

老

後

之

翁

と

践

し

た

。

曾

組

以

上

皆

簡

を

以

て

加

賀

ナ
ン
ゴ
ウ
南
郷
江
沼
郡
山
中
谷
に
鴎
ず
る
部
一
ナ
ン
コ
ン
キ
難
混
記
異
本
質
永
誌
は
、
貿
永
一
務
に
仕
へ
た
が
、
砲
太
左
衛
門
盟
主
に
至
っ
て
安
永

務
。
務
政
時
代
に
南
江
に
作
っ
た
の
は
、
草
飽
か
ら
一
誌
に
、
焼
損
飽
等
を
彦
照
し
て
編
策
し
た
も
の
で
あ
一
・
申
初
め
て
奥
カ
と
な
り
、
義
経
跡
明
流
の
組
衡
を
議

来
た
純
で
あ
る
。
山
口
抱
腹
長
五
年
八
月
三
日
の
健
一
る
。
そ
の
難
混
記
と
い
ふ
の
は
、
=
一
州
古
城
の
み
を
一
・
く
す
る
を
以
て
綬
武
館
の
師
範
と
な
っ
た
。
一
盟
亦

に
、
山
口
玄
替
の
家
臣
成
田
勝
左
衛
門
・
山
口
源
右
一
詳
L
〈
記
L
て
、
紙
撤
況
十
枚
許
の
も
の
だ
と
奮
い
一
組
突
の
協
怖
を
襲
ぎ
、
掠
に
撃
錨
に
畏
じ
て
従
遜
の
子

衛
門
・
菅
井
吉
兵
衛
・
背
木
三
郎
右
衛
門
等
が
、
南
郷
一
て
あ
る
が
、
今
停
は
ら
な
い
や
号
で
あ
る
。
一
弟
市
を
震
し
た
。
安
政
ご
年
異
風
組
粂
銭
飽
薬
合
奉

の
桑
畠
ま
で
進
み
、
弓
・
餓
胞
や
・
以
て
前

m勢
に
打
一
ナ
ン
ス
イ
南
水
金
様
相
附
蹴
寺
の
信
。
麗
長
十
一
行
と
な
り
、
文
久
二
年
除
去
十
石
を
増
し
、
鹿
臨
二

っ
て
懸
っ
た
と
い
ふ
も
こ
の
地
で
あ
る
。
一
六
年
前
町
利
常
が
越
中
海
部
寺
の
実
務
宮
を
金
持
に
一
年
組
外
に
鱒
じ
、
三
年
銃
隊
馬
廻
組
に
殴
編
せ
ら
れ
、

ナ
ン
コ
ウ
ケ
ツ
ベ
ツ
ノ
ズ
摘
公
訣
別
園
前
回
一
移
L
た
時
、
共
阿
南
水
に
命
じ
て
月
次
漣
献
を
奉
納
一
明
治
三
年
老
病
を
以
て
致
仕
し
、
十
入
年
一
周
二
十

綱
紀
は
古
今
の
人
傑
申
最
も
大
楠
公
の
忠
誠
を
慌
僚
一
せ

L
め
、
辿
歌
科
十
二
石
を
寄
滋
L
た
。
滞
鵡
寺
は
一
日
七
十
六
援
を
以
て
残
し
た
。

し
た
。
朱
舜
水
が
水
戸
侯
徳
川
光
開
の
聴
に
臨
じ
て
一
後
に
玉
泉
患
と
股
め
た
も
の
で
あ
る
。
商
水
は
鹿
安
一
ナ
ン
ポ
ク
ゴ
ウ
南
北
郷
鳳
軍
部
に
麗
し
、
潜

江
戸
に
在
っ
た
時
、
綱
紀
は
儒
臣
五
十
川
剛
伯
を
し
一
ご
年
四
月
十
八
日
寂
。
一
政
時
代
で
は
、
鹿
島
・
曾
爾
・
根
木
・
志
ヶ
捕
・
新
崎
・
乙
ヶ

て
就
き
て
感
ば
し
め
、
逢
に
之
を
介
し
て
楠
公
俸
を
一
ナ
ン
ゼ
ン
ジ
日
ヨ
ウ
南
輯
寺
領
京
.
都
南
蹄
寺
一
一
崎
・
内
浦
・
饗
浦
・
申
鴎
・
中
臨
南
・
路
良
・
川
尻
・
波
志

草
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
が
、
舜
水
は
侍
に
代
へ
る
に
一
領
に
能
楽
部
得
織
郷
及
び
石
川
郡
笠
聞
東
保
の
あ
っ
一
倍
・
七
海
・
此
木
・
平
野
・
小
叉
・
挟
石
・
地
鰭
坊
・
上
野
・

賀
を
以
て
せ
ん
と
強
制
号
た
。
綱
紀
乃
ち
先
に
狩
野
探
一
た
こ
と
は
、
乾
元
元
年
乃
京
臨
永
サ
八
年
の
文
書
に
一
宇
留
地
・
澗
内
・
汁
谷
・
鹿
踏
の
サ
四
ヶ
村
を
倉
ん
で
居

幽
を
し
て
描
か
し
め
た
楠
公
訣
別
の
闘
を
迭
り
、
舜
一
あ
る
。
得
橋
郷
の
領
は
佐
野
村
・
佐
羅
村
・
今
村
・
府
一
た
。
南
北
郷
の
名
は
中
時
南
・
申
属
拍
ハ
後
の
中
居
〉

水
は
寛
文
十
年
之
に
貸
し
た
。
後
光
開
が
楠
公
の
碑
一
雨
祉
制
中
一
職
、
井
に
得
南
・
議
延
・
長
恒
名
で
あ
っ
た
。
一
・
を
本
郷
と
す
る
に
よ
っ
て
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
古

を
濃
川
に
建
て
る
に
及
び
そ
の
碑
陰
に
刻
し
た
文
は
一
ナ
ン
チ
ン
=
ヒ
ヤ
ク
イ
ン
難
陳
=
冒
筒
一
加
。
一
〈
天
文
元
年
七
用
の
諸
橋
穴
郷
南
北
線
数
能
文
に
は

即
ち
之
を
探
っ
た
の
で
あ
る
。
一
金
制
作
城
北
の
俳
人
蘇
守
は
不
易
、
城
南
の
入
山
隣
は
一
南
北
郷
を
中
鹿
北
・
申
属
商
・
は
し
か
し
・
ひ
ら
月
晴
・

ナ
ン
ゴ
ウ
ジ
ヨ
ウ
南
郷
按
江
沼
郡
南
郷
な
る
一
流
行
を
椋
務
L
て
相
封
峠
す
る
と
し
た
、
建
二
坊
支
一
穴
水
川
島
・
う
る
ち
・
穴
水
大
町
・
鵜
島
・
し
か
の
浦
・

八
幡
紳
駐
の
北
方
山
地
に
在
っ
た
。
弘
治
元
年
朝
食
一
考
の
作
っ
た
爾
軍
詞
鍵
隙

J

詞
が
総
せ
ら
れ
、
蘇
守
一
か
ら
か
う
・
に
い
さ
き
・
上
野
・
河
内
・
号
ち
浦
・
し
つ

宗
摘
加
賀
に
入
る
と
き
、
一
授
の
魁
黒
瀬
揃
郎
允
之
一
の
渡
句
に
よ
る
百
筒
、
山
隣
の
溌
勾
に
よ
る
百
樹
、
一
み
・
お
き
の
さ
き
・
川
尻
・
夫
前
が
谷
・
は
さ
み
有
・
む

に
蹴
っ
た
が
、
防
禦
に
地
へ
ず
し
て
山
中
鍵
に
逃
れ
一
そ
の
他
加
能
人
の
多
敏
の
句
が
牧
め
て
あ
る
。
序
は
一
ぎ
の
浦
・
上
し
つ
み
・
岩
瑠
・
ね
き
・
乙
が
さ
き
・
く
ぬ

た
と
い
ふ
。
一
建
ご
坊
、
後
序
は
事
保
卯
の
と
し
菊
周
回
線
燕
閣
老
一
ぎ
・
か
し
ま
・
そ
ふ
く
サ
七
よ
利
と
す
る
が
、
是
等
の

ナ
ン
ゴ
ウ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ
南
郷
八
幡
枇
江
沼
一
人
蘇
守
。
本
書
の
著
者
は
誰
と
も
認
し
て
な
い
が
、
一
う
ち
穴
水
川
島
・
穴
水
大
町
・
鵜
島
・
唐
川
・
七
海
・
天

郡
南
郷
に
在
っ
て
、
岡
島
八
幡
と
も
い
ひ
、
今
は
車
一
支
考
が
背
景
に
属
て
蘇
守
に
出
版
せ
し
め
た
も
の
で
一
神
谷
内
・
岩
車
は
後
に
穴
水
郷
之
内
大
屋
庄
と
な
っ

に
八
幡
制
祉
と
観
ず
る
。
笈
憩
紀
聞
に
、
加
賀
務
の
一
あ
る
。
板
元
不
明
。
一
て
居
り
、
ひ
ら
用
附
と
は
胎
良
の
こ
と
な
る
べ
く
、

士
岡
島
市
正
は
、
大
理
寺
城
攻
撃
の
際
錨
ャ
丸
で
普
一
ナ
ン
Z
ヨ
ダ
キ
男
女
灘

4
ナ
メ
ダ
キ
男
女
一
，
・
お
き
の
さ
き
は
絶
滅
し
た
ら
し
い
。
叉
中
関
山
王
宮

載

し

て

死

ん

だ

。

或

は

重

傷

を

貨

ひ

南

郷

に

退

い

て

一

調

。

一

誠

実

正

入

年

五

月

十

八

日

附

長

谷

部

事

恩

寺

寄

港

前

夜
し
た
と
も
い
は
れ
る
。
そ
の
後
迂
村
に
死
艇
の
怪
一
ナ
ン
プ
ヘ
イ
ケ
イ
南
部
卒
卿
景
山
と
観
し
た
。
一
附
と
稽
す
る
も
の
に
、
南
北
郷
三
十
六
ヶ
村
の
う
ち

興
が
あ
っ
た
か
ら
、
初
は
石
を
置
い
て
砲
っ
た
が
、
一
能
美
郡
小
松
の
人
で
閲
白
駒
の
門
に
民
事
び
、
総
を
作
一
七
ぷ
仰
と
し
て
、
中
島
南
・
中
居
北
・
岩
車
・
波
志
借
・

大

理

寺

侯

前

田

利

章

の

室

保

諦

院

が

祉

殿

を

建

て

、

一

っ

た

。

陥

良

・

川

尻

・

中

谷

を

暴

げ

て

ゐ

る

が

、

こ

の

女

密

自
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